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１．キャンペーン概要 
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●目的 

・改めてコミュニティバス運行事業を周知するとともに、より多
くの方にコミュニティバスを公共交通手段の１つとして認識を
深めてもらうことを目的とする。 

 
●内容 
・全路線の運賃を無料 
 
●期間 
・平成２６年１２月２７日～平成２７年１月３日（８日間） 
 
●その他 
・無料キャンペーン期間中にアンケート調査を実施 広報チラシ 
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２．利用者数 
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●同期間の前年比では、133％の8,350人が利用。 
●路線別では鶴嶺循環、東部循環が約160％増。 
●北部循環のみ前年比で98％と増加が見られなかった。 
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３．利用者アンケート調査結果 
（１）概要 
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●目的 

 ・キャンペーン効果（新規利用者）やコミュニティバス
の改善意見の収集を図る。 

 
●調査方法 
 ・車内にアンケート用紙・回収箱を設置し実施。 
 
●アンケート用紙 

 ・多くの方に回答いただけるよう鉛筆が不要な回答
箇所を折り曲げる様式（ビンゴカード）を使用。 

 
●回収状況 
 ・6,928人（複数回答あり） 
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（２）利用者アンケート調査結果（その１） 
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●初めてバスを利用する方は11％（793人）。 
●初めてバスを利用する方の乗車目的は、「買い物・レジャー」が51.6％。 
  
 
 
 
 

※同じ方の複数回答も含む。 
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（３）利用者アンケート調査結果（その２） 
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●初めてバスを利用する方の今後の利用意向は 
 76.9％（610人）が利用する。 
●利用しないと回答した23％（182人）の 
 利用しない理由は「本数が少ない」が約60％。 
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＜概算運行間隔＞ 
・中海岸線 30分間隔 
・北部 70分（90分）間隔 
・鶴嶺、東部 
     70分（90分）間隔 



４．調査結果のまとめ 
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●無料キャンペーンの利用者数は、前年比１３３%であった。 
●新規利用者は、約８００人（重複回答含む）であった。 
●新規利用者のうち７６．９％は、今後も利用意向があった。 
 
→ このことからコミュニティバスを公共交通手段としての認識を深めて 
  もらう目的に対しては、一定の効果があったと考えられる。 
 
●一方、初めて利用する人の「利用しない理由」は、「本数が少ない」の 
 意見が多かった。 
 
→ 本数を増やすことは、課題が多いため、地域と連携しながら、どのよう 
   な工夫ができるか検討していく。 

第７回茅ヶ崎市地域公共交通会議 


